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これまでの歩み

• このまま部局に投げても実効的なものを作る余力ないのでは？
• そもそも部局単位でやるべきものか？
• ガイドラインさえ作れば研究者は動くのか？
etc…..

2020年10月
～2021年3月

研究環境DX推進方策検討TF
東北大学研究データ管理・公開ポリシー（案）策定

2021年4月～ 各部局照会、修正案対応、調整

2021年12月 研究データ管理・公開ポリシー 総長裁定

2022年1月～ 部局ガイドライン策定に向けてWG発足
→ここからなかなか進まない

何が問題で、結局どうなったのか？



研究データ管理・公開についての学内事例ヒアリング

研究データ公開・利活用の実情

多くの研究者はこちら側の象限

データの扱いやすさ

公開の有用性
自分へのリターン

自然と進む領域

・公開のメリットが分かりやすい
・データ構造化が容易

公開によるメリットは見えている
のでコストを掛けて実施する

ex.メガバンク、コホート研究

気象データ、海洋データetc.
プロセスデータなど非構造の
ままShareという事例もあり

データ構造化
メタデータ付与
プラットフォーム

公開しても良いけど
需要があるのか謎

公開によるメリットが不明なので
他人がデータを理解できるように
体裁を整えるインセンティブはゼロ

ここで躓いてい
る事例も多そう

このベクトルが必要！

研究支援DX啓発活動
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研究者の本音？

公開によるメリット

データ非公開

データ公開

• 公開する場所？
• データの無断利用？
• ユーザー管理？
• 利用規約、個人情報保護？
• 安全輸出管理、倫理審査？
• 知財？
• 退職後の管理？

公開ハードル

公開によるメリット公開にかかる労力 >>>

理念は分かるけどもリソースが…
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支援者は何すれば？

データ非公開

公開によるメリット

公開メリット増大策

データ公開

公開ハードル下げ

• 営業活動
• インセンティブ設計

• ガイドライン策定
• プラットフォーム提供
• 技術支援

<<<公開にかかる労力



メタデータ

データ

メタデータ

データ

東北大データカタログ（案）

研究者

Funding Agency 研究代表者

データa 研究者A

データb 研究者B

データc 研究者C, D

各FA用DMP（データマネジメントプラン）

公開！

メタデータ

データ

日々の研究データ

ストレージ
（研究者個別）

公開カタログ

個人のDMP

DMP用DB

データ１ 公開

データ２ 非公開

データ３ 共有

データ提供者

データ利用者

アクセス統括委員会（DAC）

公開可

実際のデータ提供
（DAC許可後）
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